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 要  旨 
 生物の持つ適応能力は進化の過程で果てしなく長い時間をかけて獲得されたものである．それ
ゆえその適応能力は目的に応じて高い完成度を持っていることが分かってきている．近年真性粘
菌という生物を用いて，生物の細胞レベルでの原始的な環境適応能力の研究が盛んに行なわれて
いる． 
 従来から真性粘菌は飢餓状態等の過酷な環境に置かれると，子実体形成を行ない，胞子を散布
することが知られている．こうして真性粘菌は胞子を散布し生存に適した場所に繁殖を試みるこ
とで`種の保存'を図っているのである．そこで本論文では真性粘菌にとって重大なイベントである
子実体形成に注目し，そのプロセスにおいて真性粘菌の環境適応能力がどのように発現するかを
検証した．自然の中で子実体は日の当たる比較的乾燥した場所に形成されるが，なぜそういった
環境下に形成されるのかは定かではなかった．しかし，先行実験によって子実体形成前の真性粘
菌には走湿性の変化が認められたため，この性質によって子実体を形成する場所を選んでいると
考えられる．ただ，この先行実験では高さという行動基準を完全には否定できなかった．また，
真性粘菌が乾燥した環境に子実体を形成したことは偶然の産物であるのかあるいは計画して行な
ったことなのか，更なる検証が必要となっている． 
 そこで本研究では高さという行動基準を除くため薄型シャーレを用いた．また，走湿性の変化
の程度，および子実体形成に適切な湿度を検証するため，シャーレ内の湿度勾配を制御しそこに
生じた子実体の形成パターンを解析すると共に，変形体の行動を撮影しその移動パターンを解析
した． 
 本論文は以下のように 4 章から構成されている． 
 第 1 章は序論であり真性粘菌の生態，子実体形成に関する関連研究について述べる． 
 第 2 章では，今回構築した実験の詳細な方法，手順について述べる． 
 第 3 章では，実験結果の解析方法，考察を述べる．その結果，光を照射され子実体形成を予定
している真性粘菌の変形体は確かに走湿性が変化すること，子実体形成に向いている湿度が明ら
かとなった． 
 第 4 章は結論であり，これまで行なってきた解析結果をまとめ，今後の課題を述べる． 
 
